
→「体細胞の変異の解析は行わない。」と

ついて
すること。

6行目「研究の一環としてがん組織の遺伝子を検査
。

という言葉を入れること

について
記載もすること

2 研究所
） ム及 ム解析 認 記載 外部に出た検体 記載もすること。

　　　　　　　　第３５回遺伝子解析部会議事録　　　　　　　　　　　　　　　　　　

開催日：平成２２年１２月３日（金）

時間：14時から15時20分

場所：研究所8階会議室

出席委員：加藤菊也（委員長）、冨田晃司、荒木信人、高橋克仁、
　　　　　　　外部委員(大学非常勤講師）、外部委員(大学教授）、外部委員（薬剤師）、外部委員（弁護士）
　　　　　　　外部委員（大学准教授）

所属 研究科題 審査結果 議事録概要

1
研究所
生化学部門

CTOS法を用いた治療感受性試験およ
の探索

びバイオマーカー 修正のうえ承
認

１．遺伝子解析研究計画書④「ゲノム解析は行わない。」
すること。
２．試料の種類と匿名化及び試料の保存と廃棄に
　　③匿名化1．ｃ．ⅰ　遺伝子解析を実施施設を記載と
３．説明同意文書　４．【医学研究の方法と期間】
することがあります。」とあるが、調べる遺伝子が判っていれば、その概略を記載すること
４．ホームページの原稿　　「癌組織を使用し」

2 研究所
細気管支肺胞上皮癌（bronchioloalveolar
BAC）のトランスクリプト ム及びプロテオBAC のトランスクリプトー びプロテオ

 adenocarcin
ム解析ー

oma, 修正のうえ承
認

遺伝子解析研究計画書および研究実施計画書に研究終了後の検体の取り扱い
記載すること また 外部に出た検体はどうなるのかのすること。また、 はどうなるのかの
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